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	 月

 時
	 　〔主題名〕

 　　資料名

東 東書　学 学研
	ね　　ら　　い
	学習活動と主な発問
	主な関連活動

＜行事、学活（２）＞
心のノート関連頁

	４

月

③
	〔自分できちんと〕

１ じぶんでオッケー

東
	１－（１）節度ある生活

○自分でできることは自分で 　やり，希望を持って生活しようとする態度を養う。
	 １　２年生になった喜びについて話し合う。

 ２　「じぶんで　オッケー」を読んで話し合う。

 　○みちえさんの言葉に，とも子はどうして，どきっとしたのでしょう。

 　◎とも子は次の日，どんな気持ちから「自分でオッケー」と言ったのでしょう。

 ３　自分たちの生活について考え，話し合う。

 　○２年生になって立てた目標を，どう頑張っていますか。

 ４　教師の説話を聞く。
	★始業式

(ア)２年生になって
 p.14-15
まい日を気もちよく

	
	〔きまりを守る〕

２ かくしたボール

東
	４－（１）公徳心，規則の尊重

○きまりや規則の大切さを知 　り，これを守ろうとする態度を養う。
	 １　みんなが使うものについて話し合う。

 ２　「かくした　ボール」を読んで話し合う。

 　○「ぼく」はどんな気持ちから，ボールを植え込みの中に隠したのでしょう。

 　◎６年生の言葉を聞いて，「ぼく」はどんなことに気づいて，はっとしたのでしょう。

 ３  自分たちの生活について考え，話し合う。

 ４　使ったものを片づけている児童の様子を撮影したビデオを見る。
	(イ)学校や学級のきまり

	
	〔相手を

思いやって〕

３ 赤いふね
東
	２－（２）思いやり，親切

○だれに対しても思いやりの心で接し，親切にしようとする心情を育てる。
	 １　友だちに親切にしてもらった経験について話し合う。
 ２　「赤いふね」を読んで話し合う。

 　○お母さんに「コンスケっていうきつねさんの名まえかもしれないわよ。」と言われ，かばの子は，どう思ったでしょうか。

 　◎部屋に行ってから，かばの子はどんなことを考えたのでしょうか。

３　相手の人のことを考えて行動した経験について話し合う。

 ４　教師の説話を聞く。
	☆１年生を迎える会




	５

月

③
	〔進んできれいに〕

４ こうえんの花

東
	４－（１）公徳心，規則の尊重

○みんなで使うものや場所を大切にし，人に迷惑をかけないようにしようとする態度を養う。
	 １　公共物や公共施設について話し合う。

 ２　「こうえんの　花」を読んで話し合う。

 　○だれが，公園を汚したのでしょう。

 　◎ひろしは，どんな気持ちでごみを拾ったのでしょう。

 　○お父さんは，どんな気持ちから「せっかく咲いている花がかわいそうだ」と言ったのでしょう。

 ３　みんなのものや場所は，どんな気持ちで使ったらよいか話し合う。

 ４　実践につなげる教師の説話を聞く。
	・生活科ひめがみ探検

	
	〔上手に使う〕

５ おばあちゃんのお手玉

東
	１－（１）節度ある生活

○ものを最後まで大切に使お 　うとする心情を育てる。
	 １　捨てないで，大切に使っているものについて発表する。

 ２　「おばあちゃんの　お手玉」を読んで話し合う。

 　◎おばあちゃんのお手玉を見たとき，ひろこはどんな気持ちになったでしょう。

 　○ひろこはおばあちゃんがお手玉をつくってくれたことを，どんなふうに思ったでしょうか。

 ３　ものを大切に使う上での心構えについて話し合う。

 ４　ものを大切にした人について，教師の話を聞く。
	

	
	〔カエルの身になって〕

６ おいたてられた

 　二ひきのカエル

 　

東
	３－（２）自然愛，動植物愛護

○やさしい心で動植物をかわいがり，生き物を大切にしようとする態度を養う。
	 １　身近な自然や動植物について感じていることを発表する。

 ２　「おいたてられた　二ひきの　カエル」を読んで話し合う。

 　○汚れた水たまりに飛び込んだのは，どうしてでしょう。

 　◎緑のきれいな沼に出たとき，二ひきのカエルはどんな気持ちだったでしょう。

 ３　自然や動植物に接するときの心構えについて考える。

 ４　教師の説話を聞く。
	p.54-55

しぜんとなかよく

	６

月

④
	〔助け合う友達〕

７ 森のともだち

東
	２－（３）信頼友情

○友達と互いに仲よく助け合い，励まし合っていこうとする心情を育てる。
	 １　友達に助けられたことについて話し合う。

 ２　「森の　ともだち」を読んで話し合う。

 　○森の動物たちやこんきちについて，どう思いましたか。

 　◎こんきちの姿を見ると逃げていたのに，みんなはどうしてこんきちを助けたのでしょう。

 　○こんきちが大声で泣きだしたのは，どうしてですか。

３  こんきちのような友達がいたら，森の友達のようにできるか考える。

 ４　教師の説話を聞く。
	


	 
	[はたらくたのしさ]


８野さいパーティー
学
	４－（２）勤労
○自分やみんなのためにする仕事を楽しみ、進んで働こうとする態度を養う。
	１　２年生になって植えたミニトマトについてや，１年生の時にあさがおを育てた体験について，感想を発表し合う。

２「野さいパーティー」を読んで話し合う。

○朝も昼休みも農園に行くともちゃんは，どんな気持ちだったでしょう。
◎三人は、どうして顔を見合わせて喜んだのでしょう。
３　自分やみんなのために，どんな仕事ができそうか，考える。
４　教師の話を聞く。
	(エ)掃除の仕方を考えよう

	
	〔きまりをまもる〕

９でん車の中で　

学
	４－（１）公徳心，規則の尊重

○公共の場ではきまりを守り、人に迷惑をかけないようにしようとする態度を養う。
	１　電車やバスなどに乗った時の感想を発表し合う。
２　「でん車の中で」を読んで話し合う。

○座席めがけて突進してきた子どもたちは、どんなことを思っていたでしょう。

○お年寄りが乗ってきて、子どもたちはそれぞれどんなことを思ったのでしょう。

◎高校生に押しのけられた子どもたちは、どんな気持ちだったでしょう。
３　きまりを守ってよかったと思うことを発表し合う。

 ４　教師の話を聞く。
	・ふるさと村ＦＷ

p.70-71
  みんなのものを大せつに

	
	〔大好きな町〕

10 つなひき大会
学
	４―（５）郷土愛

○郷土の自然や文化に触れ，愛着を高め，親しみをもって生活しようとする気持ちを養う。
	 １　綱引きをした体験を思い出す。

 ２　「つなひき大会」を読んで「わたし」の気持ちについて話し合う。

　　○「ことしもひがし町のかちだな。」「そんなことあるものか。ことしはにし町さ。」と言い合っている人の声を聞いて，「わたし」はどんなことを思ったでしょう。

　　◎「三年もつづけて、ひがし町にまけるなんて，くやしいなあ。ことしはぜったいにかつぞ。」と言っているお父さんの言葉を聞いて，「わたし」はどう思ったでしょう。
 ３　県内にある史跡や祭などについて，知っていることを発表する。

 ４　教師の説話を聞く。
	＊鹿島流し

	７

月

③
	〔心を結ぶあいさつ〕

11「あいさつ」っていいな

東
	２－（１）礼儀

○だれに対しても進んで，気持ちよくあいさつしようとする態度を養う。
	 １　あいさつがしっかりできなかった体験を思い起こし，発表する。

 ２　「『あいさつ』って　いいな」を読んで話し合う。

 　○かずみと仲直りができたあき子は，どんな気持ちになりましたか。

 　◎お母さんに「あいさつは小さなしんせつよ」と言われたあき子は，どんな気持ちになりましたか。

 ３　あいさつができてよかったことやうれしくなった経験を発表する。

 ４　教師の話を聞く。
	(ウ)明るいあいさつ

 p.32-33
  げん気にあいさつ


	 ９

 月

 ④
	〔町のよさ〕

12 町のひみつわかったよ

東
	４－（５）郷土愛

○自分の町のよさを知り，よりよくかかわろうとする心情を育てる。
	 １　町探検をして，楽しかったことを発表する。

 ２　「町の　ひみつ　わかったよ」を読んで話し合う。

 　○こうちゃんとひろくんは，お互いになにを相手に伝えたかったのでしょうか。

 　◎二人はそれぞれ自分の町を，どんなふうに思っているのでしょう。

 ３　自分の町について考える。

 ４　育った町のよさなどについて，教師の話を聞く。
	・生活科町探検

 p.80-83
  わたしをそだてる まち

	
	〔やり抜く心〕

13 さかあがりできたよ

東
	１－（２）勤勉努力

○自分で決めたことについては，やり遂げようとする態度を育てる。
	 １　今までに，しっかり行おうと決めたことはどんなことだったか，体験について
話し合う。

 ２　「さかあがり　できたよ」を読んで話し合う。

 　○さか上がりができるようになるまで，どのように練習しましたか。

 　◎夏休みも練習を続けている「わたし」は，どんな気持ちでしょうか。

 　○さか上がりができたときの「わたし」は，どんな気持ちだったでしょう。

 ３　夏休みの自分のめあてについて話し合う。

 ４　自分で決めたことをしっかり行った児童の作文を聞く。
	★夏休みを迎える会

 p.18-21
  しっかりやろう

	８

月

①
	〔ともだちっていいな〕

14 ひろったビスケット
学
	２－（３）信頼友情
○友達と仲よく助け合うことの大切さを知り，友達を大切にしようとする心情を育てる。
	１　友だちから助けてもらった経験を発表する。

２　「ひろったビスケット」を読んで話し合う。

○ピンに，こっそり二人で食べようと言われて，プンは何を考えたでしょう。

◎「ふたりのためにとっておいたんだ。」と言われて泣き出したプンの心の中は，どんなだったでしょう。

３　友だちがいてよかったなあと思ったのは，どんなときか話し合う。

４　教師の説話を聞く。
	

	９

月

③
	〔楽しい家庭〕

15 だっておにいちゃんだもん

東

	４－（３）家庭愛

○家族に対して，感謝の念や親愛の念を持ち，家族の役に立とうとする心情を育てる。
	 １　家族のために役立つことをした経験を発表する。

 ２　「だって　おにいちゃんだもん」を読んで話し合う。

 　○授業参観に来てくれなかったお母さんに対して，さとしはどう思ったでしょう。

 　◎さとしは，どんな気持ちから，さきちゃんの世話をしたのでしょう。

 　○さとしは，どんな気持ちから「だって　おにいちゃんだもん」と言ったのでしょう。

 ３　自分の生活を振り返り，話し合う。

 ４　教師の説話を聞く。
	p.72-75

 かぞくっていいね


	 10

 月

 ④
	〔正直な行い〕

16 金の　おの

東
	１－（４）正直誠実，明朗

○うそをついたり，ごまかしをしたりしないで，明るい心で生活しようとする心情を育てる。
	１　正直に言ってよかったと思った経験を発表する。

 ２　「金の　おの」を読んで話し合う。

 　◎初めのきこりは，金のおのや銀のおのが欲しくなかったのでしょうか。

 　○神様は，二人のきこりのことをどう思っているでしょうか。
 ３　自分たちの日常の生活について考える。

 　○うそやごまかしを言ってしまったときの気持ちはどうでしょうか。

 ４　正直に行動してよかったという教師の体験を聞く。
	p.26-29
  あかるい気もちで



	
	〔やさしく親切に〕

17 ぽんぽん山の 月
東
	２－（２）思いやり，親切

○身近な人々に温かい心で接し，相手のことを考えて進んで親切にしようとする心情を育てる。
	１　「ぽんぽん山の月」について教師の説明を聞く。

 ２　「ぽんぽん山の月」を読んで話し合う。

 　○だんごのつつみを草の上にそっと置いて，夢中で逃げ出したときのやまんばは，どんな気持ちだったのでしょう。
 　◎よかったよかったというように２つうなずいて，帰り出したやまんばのことを，どう思いますか。
 ３　親切（思いやり）について考え，話し合う。

 ４　教師の朗読によって「ぽんぽん山の月」をもう一度聞く。
	p.38-39

  あたたかいこころで

	10

月

③

   
	〔みんなのために

働く〕

18 おでこのあせ

光村
	４―（２）勤労

○働くことのよさを感じて，みんなのために働こうとする心情を養う。
	 １　普段どんな気持ちでそうじをしているかについて話し合う。

 ２ 「おでこのあせ」を読んで話し合う。

   ○たかしは，どんな気持ちで家を出たでしょう。

◎たかしはどんな気持ちでごみを見つめていたでしょう。

３　みんなのために働いてよかったと思うことを発表しあう。

 ４　教師の話を聞く。
	(エ)当番活動の見直しをしよう

	
	〔うそと正直〕

19 さるへいと立てふだ

東
	１－（４）正直誠実，明朗

○うそをついたり，ごまかし 　をしたりしないで，明るい 　心で生活しようとする態度 　を養う。
	 １　うそをつかれたり，ごまかされたりしたときの気持ちについて話し合う。

 ２　「さるへいと　立てふだ」を読んで話し合う。

 　○二度目の立て札を見たときのさるへいは，どんな気持ちでしょうか。

 　◎さるへいの立て札に，二度も書かれていたのはどうしてでしょう。

 ３　正直に言ってよかったと思った経験について話し合う。

 ４　うそをつき，友達に謝りたいという気持ちが表れている作文を聞く。
	p.26-29
 あかるい気もちで

 


	 
	〔みんな友達〕

20 ともだちだものね

東
	２－（３）信頼友情

 ○身近にいる友達と仲よく活 　動し，助け合っていこうと 　する心情を育てる。
	 １　周りにいる友達について考え，発表する。

 ２　「ともだちだものね」を読んで話し合う。

 　○みほにつられて体を動かしたゆうたは，どんなことを思ったでしょう。

 　◎ゆうたは，どんなことを考えて，手をあげたのでしょう。

 　○友達に「いいとこあるなあ」と言われて，ゆうたはどんな気持ちになったでしょう。

 ３　友達と仲よく過ごすことのよさについて話し合う。

 ４　小さいころの友達との思い出などについて，教師の話を聞く。
	(ウ)みんななかよし

p.42-43
 ともだちとなかよく

	11

月

④
	 〔友達への親切〕

21 学きゅうえんのさつまいも

東
	２－（２）思いやり，親切

○身近な人々に温かい心で接し，だれにでも進んで親切にしようとする心情を育てる。
	 １　友達に親切にしてあげたことを思い出す。

 ２　「学きゅうえんの　さつまいも」を読んで話し合う。

 　○みち子はどんな気持ちで，いも掘りのことを思い浮かべているのでしょう。

 　◎よし子の手紙を読んだとき，みち子は心の中でどんなことを思ったでしょう｡

 　○友達に親切にしてもらってよかったと思ったことは，どんなことですか。

 ３　p.69「ありがとうカード」を行う。
 ４　教師の説話を聞く。
	

	
	 〔生命のつながり〕

22 ゆきひょうのライナ

東

	３－（１）生命の尊重

○「食」を通して生命のつな 　がりに気づき，生命のある 　ものを大切にしようとする 　心情を育てる。
	 １　家や学級で世話をしている動物について発表する。

 ２　「ゆきひょうの　ライナ」を読んで話し合う。

 　◎「えものをとらなければ，こっちが命をなくしちゃうんだよ。……」 ときつねに言われたとき，ライナはどんなことを思ったでしょう。

 　○カシミールの野山を駆けめぐる，たくましく成長したライナに話したいことは，どんなことですか。

 ３　自分の生命のもとになっている，身近な食材について振り返って考える。

 ４　食事の際の「いただきます」のあいさつについて，教師の話を聞く。
	(キ)好き嫌いをなくそう

	
	〔よいことは進んで〕

23 みんなのまえで

東
	１－（３）善悪の判断，勇気

 ○よいと思うことは，進んで行おうとする心情を育てる。
	 １　正しいと思っていてもなかなかできなかったことなど，自分の生活を振り返り，そのときの気持ちについて発表し合う。

 ２　「みんなのまえで」を読んで話し合う。

 　○どういう気持ちから二人は「みんなのまえではなします。」といたのでしょう。

 　◎朝礼台に上がって話すまさ子とただしは，どんな気持ちだったでしょう。

 ３　「正しいことを思いきってやってよかった」と思ったことについて話し合う。
 ４　教師の話を聞く。
	p.24-25

  ゆう気を出して


	 
	〔清らかな心〕

24 七つのほし

東
	３－（３）敬けん

○美しいものや気高いものに 　接し，清らかな心を持とう 　とする心情を育てる。
	 １　七つ星（北斗七星）について話し合う。

 ２　「七つの　ほし」を読んで話し合う。

 　○ひしゃくに水が入っていて，女の子はどうしましたか。それをどう思いますか。

 　◎ひしゃくが，次々と変わっていったのは，どうしてでしょうか。

 ３　感動した体験を発表する。

 　○「すてきだなあ，すばらしいなあ」と感じたことがあったら，発表してください。

 ４　教師の話す美しい話を聞く。
	p.60-63
 うつくしいものをかんじて

	12

月

③
 
	〔ぼくの学校〕

25 六つのとんがりのある校しょう

東
	４－（４）愛校心

○学校の人々を敬愛しようと 　する心情を育てる。
	 １　学校にも誕生日があることについて，話を聞く。

 ２　「六つの　とんがりの　ある　校しょう」を読んで話し合う。

 　○たかおたちの学校のよいところは，どんなところですか。

 　◎たかおは，学校のことを，だれに，どんなふうに教えてあげたでしょうか。

 ３　自分たちの学校のよいところはどんなところか話し合う。

 ４　学校の歴史や校章・校歌について，教師の話を聞く。
	★開校記念日

	
	[みんなのために]


26  ふしぎな気もち
学

	４－（２）勤労
○一人残らず全員が、心を一つにして働くことのよさがわかり、一緒に働いているみんなのためにしっかりと自分の仕事をしたり、仲間の仕事を手伝ったりしていこうとする気もちを育てる。
	 １　どのようなお手伝いをしているかについて，話し合う。

 ２  「ふしぎな気もち」を読んで話し合う。

○森のみんなは、にこにこしながら、どんなことを思ったでしょうか。
○ポンやポコが、はじめのうち、働かなかったのは、どうしてでしょう。
◎暑くて疲れたけれど、一番気持ちがいい日だったのは、どうしてでしょう。
○みんなで力を合わせて働くと、どんないいことがあるでしょうか。
 ３  自分の当番活動や係活動について考え直す。

 ４  教師の話を聞く。
	(エ)当番活動を振り返ろう

	
	〔使い方を考えて〕

27「おこづかい」

東


	１－（１）節度ある生活

○ものや金銭を大切にし，よりよい生活をしようとする態度を養う。
	 １　おこづかいを100円もらったらどうするか話し合う。
 ２　「おこづかい」を読んで話し合う。

 　○ブンタは，どんな気持ちからお菓子を買ったのでしょう。

 　◎トンタとブンタは，ノンタの買ってきたものを見てどんなことに気づいたでしょう。

 ３　ものやお金を有効に使えた経験，使えなかった経験について話し合う。

 ４　教師の話を聞く。
	★冬休みを迎える会


	１

月

②
	〔気持ちのよいあいさつ〕

28 うれしい気もち

東
	２－（１）礼儀

○気持ちのよいあいさつや返 　事をしようとする態度を養 　う。
	 １　あいさつがしっかりとできているか，話し合う。

 ２　「うれしい　気もち」を読んで話し合う。

 　○１年生のとき，なおみはどうしてお礼が言えなかったのでしょう。

 　◎お礼がしっかりと言えたとき，なおみはどんな気持ちだったでしょう。

 　○気持ちのよいあいさつをすることは，どうして大切なのでしょう。

 ３　日常生活の中での気持ちよいあいさつの体験談を聞く。
	

	
	〔命のありがたさ〕

29 たんじょう日

東
	３－（１）生命の尊重

○命の尊さに気づき，大切にしようとする心情を育てる。
	 １　自分が生まれたときの両親の願いについて話し合う。

 ２　「たんじょう日」を読んで話し合う。

 　◎初めてお母さんの話を聞いたなつこは，どんなことを考えたでしょうか。

 　○とてもすばらしいプレゼントとはなんでしょう。

 ３　「命って，大切なんだ」と思った経験を発表する。

 ４　命の大切さについて，教師の話を聞く。
	★交通安全教室

★避難訓練（火災）

(ウ)安全な雪道の登下校

p.56-57
 いのちきらきら

	２

月

③
	〔粘り強くがんばる〕

30 ぼくは「のび太」

でした

東
	１－（２）勤勉努力

○なにごとにも粘り強く努力 　をして，一生懸命にやり抜 　こうとする実践意欲を高め 　る。
	 １　「ドラえもん」について知っていることを発表する。

 ２　「ぼくは　『のび太』でした」を読んで話し合う。

 　◎「子どものころ，ぼくは『のび太』でした。……」という言葉に，どんな気持ちをこめて先生は言ったのでしょうか。

 ３　粘り強く努力することのすばらしさを話し合う。

 　○自分がこれから努力したいと思うことに，どんなことがありますか。

 ４　教師の説話でまとめる。
	(イ)心の中の鬼を追い出そう

	
	〔きょう土をあいするこころ〕

31 ふるさと先生
学
	４―（５）郷土愛
○郷土のよさや文化の素晴らしさを知り，自分の郷土を愛する心を育てる。
	１　ふるさとのいいところについて話し合う。

２　「ふるさと先生」を読んで話し合う。

○「ほうげんきょうしつ」で，おばあちゃんやみんなのおしゃべりを聞くとうきうきしてくるのは，なぜでしょう。

◎わたしは，「ふるさと先生」からどんなことを教えてもらっているのでしょう。

 ３　郷土のよさや文化の素晴らしさについてどんな考えをもっているか，話し合う。

４　子ども梵天まつりについて，教師の話を聞く。


	＊子ども梵天まつり


	 
	〔こころをつなぐありがとう〕

32 ぽっかぽか
学
	２―（１）礼儀
○挨拶の気持ちよさに気付き，進んで挨拶をしようという心情をそだてる。
	１　どんな時に，心が「ぽっかぽか」になるかについて話し合う。

２　「ぽっかぽか」を読んで話し合う。

○おばあさんに「ありがとう」と言われたとき、ともくんはどんな気持ちになったでしょう。

◎なおとくんと二人で笑いあえたとき、ともくんはどんなことを考えたでしょう。

３　自分たちの挨拶について考え，話し合う。

４ 『あいさつはこころのリボン』の意味を考える。
	

	３

月

③
	〔勇気を持って〕

33 おれたものさし

東
	１－（３）善悪の判断，勇気

○正しい行動を愛し，それを 　行おうとする心情を育て 　る。
	 １　真実が言えず，ごまかしたことについて話し合う。

 ２　「おれた　ものさし」を読んで話し合う。

 　◎「ぼく」は胸がどきっとしたとき，どんなことを考えていたでしょう。

 　○折れたものさしを，ひろしから取ってのぼるに渡した「ぼく」は，どんな気持ちでしたか。

 ３　今までの自分の生活を振り返る。

 ４　教師の説話を聞く。
	

	
	〔おじさん，ありがとう〕

34 じぶんがしんごうきに

東
	２－（４）尊敬感謝

○自分たちを世話してくれる人々の労苦を理解し，感謝する心情を育てる。
	 １　自分たちの世話をしてくれる人々について話し合う。

 ２　「じぶんが　しんごうきに」を読んで話し合う。

 　○「ものずきな人もいるものだ」などと言われたとき，おじさんはどんな気持ちがしたでしょうか。

 　◎おじさんが励まされたのは，どんなことだったでしょうか。

 ３　これまでに感謝の気持ちを持った体験について，ノートに書き，話し合う。

 ４　教師の話を聞く。
	☆６年生を送る会

p.44-47
  ありがとうがいっぱい

	
	〔生きる喜び〕

35 ぼく

東

	３－（１）生命の尊重

○生きることを喜び，生命を大切にしようとする心情を育てる。
	 １　自分の好きなことや好きなものを思い起こし，発表する。

 ２　「ぼく」を読んで話し合う。

 　◎どんな考えで，「ぼく」がいちばん好きなものは「ぼく」なのですか。

 　○自分がいてよかったと思うことは，どんなことですか。

 ３　p.111「じぶんへの　しょうじょう」を行う。

 ４　賞状を読み合った感想を発表し合う。
	★修了式

p.58-59

 いのちきらきら


道徳教育の重点目標


豊かな心をもち，進んで実践しようとする子どもを育てる。


道徳の時間の目標


自己を見つめ，道徳的価値の自覚及び自己の生き方についての


考えを深め，道徳的実践力を主体的に身につける子どもの育成。





低学年の重点





１ あいさつなどの基本的な生活習慣を身につけたり，みんなと学習したりすることができる


子どもを育てる。


２ 身近にいる人々に温かい心で接し，仲良く助け合う気持ちを育てる。


３ 身近な自然に親しんだり，生命を大切にしたりする心を育てる。


４ 約束やきまりを守り，よいことを進んで行いみんなのために働こうとする気持ちを育てる。









